
　入学おめでとう　

インターンシップ（現場実習）
実施説明

　　　　　　　　　　　　　2003.4.7

　　　　 インターンシップ担当　石田



1.　インターンシップの意義と必要性

①　研究開発・生産の実際に関心と興味
を深める。

②　将来の研究者や技術者としての心構
えと抱負を養う。

③　人的協力の必要性を考える。

④　職業意識を身につける。

⑤　大学院教育の意義を一層理解する。

　　卒業後の進路の指針とする。



2.  インターンシップの履修要項

①　2 単位、正規の授業単位です。

②　修士１年の夏期休業中に行う。

③　期間は、4週間、90時間以上とする。

　　研究計画と相談のこと。

④　「インターンシップ報告書」（本人）と

　　「インターンシップ修了書」（実習先責任者）

　　により、総合評価する。



3.  インターンシップの条件

実習先は、日程、通勤、スキルに対する実習先の希望、

教育的効果を考慮して教官が決定する。

交通費と昼食代は、実習先から支給される。日当は支給

されない。

必要な書類などは、必要に応じて連絡する。

５月中に説明会あり。掲示に注意。



4.　経験者の感想文
本専攻の T. K. 君



5. 受け入れ
企業(5ヶ年)

共同研究センターが全学
の窓口になっている。



6.　就職に関わる問題点

公募によるインターンシップ

企業が『青田刈り』のつもりで実施する場合

就職の前提に設けている場合

実施時期、期間が先方から指定される場合

→　インターンシップ教官あるいは就職指導
担当教官へご一報ください。
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